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◯
今
、
支
部
総
会
に
向
け
て
走
っ
て

い
る
。
最
寄
り
の
駅
に
着
く
と
歴
史

や
地
域
の
匂
い
や
香
り
を
感
じ
取
る
。

あ
る
席
で
90
歳
を
超
え
た
会
員
の
お

言
葉
を
皆
で
聞
き
入
る
。
そ
の
振
る
舞

い
が
凛
と
し
、
そ
し
て
所
作
も
美
し

い
。
戦
時
中
、
大
連
で
家
族
と
離
散
し
、

九
死
に
一
生
を
経
て
日
本
に
戻
っ
た

と
。「
し
わ
く
ち
ゃ
な
教
員
免
許
証
を

腹
巻
に
隠
し
て
く
れ
て
い
た
母
で
し

た
。」
と
眼
差
し
を
遠
く
大
地
に
向
け

た
。
な
ん
と
も
深
い
家
族
愛
と
重
い

自
分
史
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
話

す
。
波
乱
万
丈
な
女
教
師
人
生
な
の

に
豊
か
な
の
だ
。
そ
の
聡
明
な
記
憶

と
軽
妙
な
お
話
に
た
だ
驚
く
。
終
始
、

瞳
が
輝
き
、
美
し
い
日
本
語
で
語
る

お
姿
に
、
若
さ
と
神
々
し
さ
が
重
な

る
…
。
Ｏ
Ｓ
先
生
に
乾
杯
。
帰
り
の

車
窓
か
ら
夕
映
え
に
輝
く
霊
峰
富
士

が
見
え
た
。
多
く
の
会
員
が
集
う
支

部
総
会
も
一
ケ
タ
の
支
部
総
会
も
豊

か
に
心
を
繋
い
で
い
る
。

◯
こ
の
数
十
年
、
日
本
の
教
育
政
策

は
〈
ど
の
よ
う
に
教
育
を
つ
く
っ
て
い

け
ば
よ
い
の
か
〉
と
い
う
指
針
を
見

失
い
右
往
左
往
し
て
き
た
感
が
す
る
。

し
か
も
、
社
会
が
期
待
す
る
ほ
ど
教

育
は
万
能
で
な
い
の
に
、
日
本
は
社

会
的
な
問
題
を
し
ば
し
ば
教
育
の
せ

い
に
す
る
風
潮
が
あ
る
。
人
間
は
意

図
的
な
「
教
育
」
で
何
と
で
も
育
て

ら
れ
る
ほ
ど
単
純
な
生
き
物
で
は
な

い
。
さ
ら
に
、
善
意
や
熱
意
か
ら
教

育
を
論
じ
て
も
あ
る
種
独
り
よ
が
り

な
思
い
入
れ
や
思
い
込
み
が
先
走
る

も
の
だ
。
絶
対
正
し
い
と
い
う
答
え

が
な
い
の
に
、
ゆ
と
り
教
育
は
是
か

非
か
、
い
じ
め
に
対
す
る
厳
罰
主
義

は
是
か
非
か
等
を
二
つ
に
一
つ
と
論

ず
る
。
今
は
教
育
を
建
設
的
・
多
角

的
に
論
じ
合
い
、
構
想
し
、
実
践
を

し
て
い
く
時
で
は
な
い
の
か
。
そ
し

て
、
多
様
な
子
供
達
の
優
秀
性
の
開

発
と
人
間
性
の
陶
冶
に
向
け
て
、
我
々

は
責
任
を
も
っ
て
「
良
い
教
育
と
は
」

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
を
感
じ

る
。
そ
の
意
味
か
ら
も
東
京
都
の
「
採

用
前
実
践
的
指
導
力
養
成
講
座
」
は
、

教
育
を
構
想
し
て
い
く
試
金
石
で
あ

り
、
時
期
を
得
た
教
育
政
策
の
一
つ

だ
と
思
う
。
去
る
、
5
月
17
日
に
開

催
し
た
「
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
東
京
・

二
〇
一
六
」
の
最
後
に
結
ん
だ
。

◯
社
会
の
ど
の
組
織
も
人
手
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
。
我
々
の
組
織
も
例

豊
か
に
心
を
繋
ぐ
支
部
総
会

―
人
の
世
の
不
思
議
の
出
会
い
―

東
京
都
退
職
校
長
会
　
会
長
　
多
田
　
丈
夫

P1　巻頭言　会長挨拶
P2　第 63 回総会報告
P4　叙勲・功労・長寿会員
　　一覧
P6　平成 27 年度決算書
P7　平成 28 年度事業計画
P8　平成 28 年度予算書
P9　平成 28 年度本部役員他

P10　第 1 回会員研修会
P12　本会主催の「教育フォー

ラム東京・2016」
P13　支部だより
P14　平成28年春の叙勲・

高齢者叙勲受章会員
湯島の動静

P15　「ねむの木の庭」探訪
P16　物故者、応募コーナー

編集後記

主な記事
外
で
は
な
い
。
特
に
、
本
会
の
会
員

増
強
に
つ
い
て
〈
歩
く
前
に
考
え
よ
〉

と
叱
咤
激
励
さ
れ
る
が
妙
案
は
な
い
。

将
来
に
向
け
て
、
本
部
と
支
部
が
心

を
一
つ
に
し
て
豊
か
な
組
織
を
創
造

し
、〈
歩
き
な
が
ら
考
え
る
〉
し
か
な

い
と
。
さ
て
、
老
い
て
一
生
懸
命
に

な
り
、
よ
り
謙
虚
に
な
り
、
よ
く
見

え
て
く
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
混
迷

す
る
社
会
に
対
し
て
、
時
に
は
「
異

議
あ
り
」
と
果
敢
に
声
を
出
す
こ
と

も
大
切
だ
。
と
こ
の
頃
、
強
く
思
う

の
だ
が
…
。
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝

を
祈
り
つ
つ
。
筆
を
お
く
。
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第
六
十
三
回
定
期
総
会
が
快
晴
に

恵
ま
れ
た
五
月
十
三
日
（
金
）
の

十
二
時
三
十
分
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

司
会　

宇
津
木
順
一
副
会
長

一　

開
会
の
こ
と
ば

　

中
岡
啓
子
副
会
長

二　

国
歌
斉
唱指

揮　
　

宮
下　

洋
氏

三　

綱
領
唱
和　

黒
田
貞
夫
副
会
長

四　

物
故
会
員
に
黙
祷

　

27
年
度
物
故
会
員　

一
六
一
名

五　

多
田
丈
夫
会
長
挨
拶
・
要
旨

　

東
京
都
教
育
庁
教
育
監
伊
東
哲
様

は
じ
め
多
数
の
御
来
賓
の
皆
様
が
お

見
え
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
本
日
は
会
員
で

御
長
寿
を
迎
え
ら
れ
た
先
生
方
、
叙

勲
の
栄
誉
に
輝
か
れ
た
先
生
方
を
多

数
お
招
き
し
ま
し
た
。
先
生
方
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
五
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
『
自
然
の
猛
威
の
前
に
は
人
間
の

力
は
あ
ま
り
に
も
無
力
で
わ
た
く
し

た
ち
か
ら
大
切
な
も
の
を
容
赦
な
く

奪
っ
て
い
き
ま
し
た
。
…
…
命
の
重

さ
を
知
る
に
は
あ
ま
り
に
も
大
き
な

代
償
で
し
た
。し
か
し
、苦
境
に
あ
っ

て
も
天
を
恨
ま
ず
、
運
命
に
耐
え
、

助
け
合
っ
て
生
き
て
い
く
事
が
こ
れ

か
ら
の
わ
た
く
し
た
ち
の
使
命
で

す
。』
と
語
っ
た
気
仙
沼
市
階は

し
が
み上

中

学
校
三
年
生
梶
原
祐
太
君
の
卒
業
式

答
辞
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。
去
る
四

月
十
四
日
に
起
こ
っ
た
熊
本
地
震
の

被
災
者
の
皆
様
や
子
供
達
も
同
じ
気

持
で
し
ょ
う
。
我
々
も
い
ろ
い
ろ
な

形
で
こ
れ
ら
被
災
者
の
方
々
を
応
援

し
、
未
来
に
生
き
る
若
者
達
の
教
育

の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
面
で
意
味
あ
る

大
人
と
し
て
寄
り
添
っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

本
会
が
こ
れ
ま
で
続
け
て
来
た
東

京
都
の
委
託
事
業
の
『
人
材
バ
ン
ク

事
業
』
と
『
採
用
前
実
践
的
指
導
力

第
六
十
三
回
総
会
報
告
期
日
　
平
成
28
年
5
月
13
日

会
場
　
ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町

養
成
講
座
』
も
順
調
で
す
。
本
会
は

今
後
と
も
全
都
の
公
立
学
校
の
た
め

に
、
将
来
を
嘱
望
さ
れ
て
い
る
若
い

教
師
の
た
め
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
こ

れ
ら
事
業
を
会
員
の
皆
様
と
と
も
に

全
力
で
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

昨
年
の
11
月
に
策
定
さ
れ
た
東
京

都
の
教
育
行
政
の
根
本
方
針
で
あ
る

「
教
育
施
策
大
綱
」
の
新
し
い
動
き

に
も
注
目
し
な
が
ら
質
の
高
い
教
育

の
創
造
と
い
う
大
き
な
課
題
に
組
織

を
あ
げ
て
連
携
協
力
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

六　

来
賓
祝
辞

・
東
京
都
教
育
庁

　

教
育
監　

伊
東　

哲　

様

　

東
京
都
教
育
委
員
会
を
代
表
し
て

一
言
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
お
集
ま
り
の
皆
様
に
は
、
園

長
ま
た
は
校
長
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

東
京
都
の
教
育
の
充
実
、
発
展
の
た

め
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
御
尽
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
後
に
お
き
ま
し
て
も

子
供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

様
々
な
教
育
支
援
活
動
を
長
き
に
わ

た
り
展
開
さ
れ
る
と
と
も
に
、
日
頃

よ
り
東
京
都
教
育
委
員
会
の
施
策
に

御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

第
三
次
東
京
都
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
の

主
要
施
策
の
一
つ
に
地
域
等
の
外
部

人
材
を
活
用
し
た
教
育
の
推
進
が
あ

り
ま
す
。
退
職
校
長
会
の
先
生
方
に

平
成
二
十
三
年
度
か
ら
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
御
就
任
い
た
だ
い
て
い

る
『
人
材
バ
ン
ク
事
業
』
は
ま
さ
に

こ
の
施
策
の
趣
旨
に
沿
っ
て
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。
二
十
七
年
度
は
延

べ
三
七
〇
〇
人
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、『
採
用
前
実
践
的
指
導
力

養
成
講
座
』
で
も
全
面
的
な
御
協
力

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
延
べ
千

名
近
い
方
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、

き
め
細
か
い
御
指
導
を
行
っ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
よ
り
受
講
生
は
自
信

を
も
っ
て
教
員
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
東
京
の
教
育
を
担
う
若
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い
人
材
の
育
成
に
は
今
後
と
も
退
職

校
長
と
し
て
の
豊
か
な
経
験
と
知
識

を
基
に
、
教
育
に
対
す
る
熱
い
思
い

を
も
つ
皆
様
方
の
お
力
添
え
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

・
全
国
連
合
退
職
校
長
会

　

会
長　

戸
張　

敦
雄　

様

　

総
会
が
多
田
丈
夫
会
長
の
優
れ
た

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
会
歌
に
う
た
わ

れ
て
い
る
和
の
心
を
強
め
絆
を
深
め

な
が
ら
力
強
く
開
会
さ
れ
ま
し
た
こ

と
に
祝
意
と
敬
意
を
表
明
い
た
し
ま

す
。

　

貴
会
は
本
年
度
も
東
京
都
教
育
委

員
会
の
委
託
事
業
を
引
き
受
け
、
こ

れ
か
ら
の
教
員
の
指
導
力
の
向
上
や

児
童
生
徒
の
学
力
の
伸
長
に
尊
い
力

を
発
揮
さ
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

や
が
て
そ
の
エ
ビ
デ
ン
ス
が
明
ら
か

に
な
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　

人
生
一
〇
〇
年
と
い
わ
れ
る
時
代

で
す
。
い
つ
ま
で
も
生
き
生
き
と
人

と
の
交
わ
り
を
保
ち
生
き
て
い
く
た

め
に
東
京
都
退
職
校
長
会
の
組
織
を

上
手
に
活
用
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

・
東
京
都
中
学
校
長
会

　

会
長　

常
盤　

隆　

様

　

本
日
は
定
期
総
会
、
誠
に
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
日
頃
か
ら
皆
様
に
は
私
共
の

学
校
教
育
、
学
校
経
営
に
御
支
援
御

協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
八
年
度
も
一
ヵ
月
が
経

過
し
、
学
校
で
は
現
在
運
動
会
や
体

育
祭
と
、
学
校
全
体
で
動
く
気
運
が

高
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

国
で
は
次
期
学
習
指
導
要
領
の
改

定
が
進
み
、
小
学
校
は
平
成
三
十
二

年
度
、
中
学
校
で
は
平
成
三
十
三
年

に
全
面
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
動
き
の
中
で
各
種
の
校
長

会
等
で
は
そ
の
実
現
に
向
け
て
環
境

整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

◎
来
賓
紹
介
（
前
記
三
名
以
外
）

・
東
京
都
教
育
庁
人
事
企
画
担
当

　
　
　
　

部
長　

鈴
木　

正
一　

様

・
同　

指
導
部
義
務
教
育
指
導
課

　
　
　
　

課
長　

大
和　

義
行　

様

・
同　

指
導
部
企
画
推
進
担
当

　
　
　
　

課
長　

榎
並　

隆
博　

様

・
東
京
都
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー

　

授
業
力
向
上
課

　
　
　
　

課
長　

堀
田　

直
樹　

様

・
東
京
都
教
職
員
互
助
会

　
　
　

理
事
長　

中
村　

長
年　

様

・
同　

経
営
企
画
部

　
　
　
　

部
長　

山
田　

利
朗　

様

・
同　

経
営
企
画
部
互
助
事
業
課

　
　
　
　

課
長　

檜
山　
　

正　

様

・
東
京
都
退
職
公
務
員
連
盟

　
　
　
　

会
長　

渋
谷　
　

安　

様

・
東
京
都
国
公
立
幼
稚
園
こ
ど
も
園

　

長
会
副
会
長　

桶
田
ゆ
か
り　

様

・
東
京
都
公
立
小
学
校
長
会

　
　
　

副
会
長　

後
藤　

良
秀　

様

・
東
京
都
公
立
高
等
学
校
長
協
会

　
　

事
務
局
長　

澤
海　

富
保　

様

・
都
民
互
助
会
代
表
取
締
役

　
　
　
　

社
長　

長
末　

眞
次　

様

・
日
本
教
育
公
務
員
弘
済
会　
　
　

　

東
京
支
部

　
　

常
任
幹
事　

清
水
頭
賢
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栄えのご受章お祝い申し上げます。　計 19 名（敬称略）

••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••

平成 27年度　春の叙勲受章会員

瑞宝小綬章　 2 名
　角田　元良（葛飾）
　小野　具彦（西多摩）
瑞宝双光章　17 名
　小林　照夫（中野）
　古橋　　宏（中野）
　加藤　れい（杉並）

　涌井　澄夫（足立）
　伊佐　隆一（葛飾）
　小村　嘉造（八王子）
　秀島　照次（八王子）
　相良　玉城（町田）
　八巻　知雄（北多摩北）
　宇井　治郎（北多摩中）

　内田　　修（北多摩中）
　菊地　　明（北多摩西）
　小松　　明（千葉中）
　矢部栄五郎（埼玉）
　赤木　正民（神奈川）
　奥村　敏雄（神奈川）
　清水　良雄（神奈川）

功労会員（平成 27 年度総会以降の退任役員等）20 名（敬称略）

本会へのご功績を讃え感謝状を贈ります

　浅沼　和男（三宅島）
　小池角次郎（神奈川）

理事
総務部　　　矢野　桂治（世田谷）
会報部　　　片野　作二（調布）
福利厚生部　藤田　誠二（埼玉）
福利厚生部　金子　公子（神奈川）

会長
　片岡　敦子（北多摩北）
副会長
　田野倉訓郎（西多摩）
評議員
　榎本　真幸（町田）
　松下　善一（北多摩西）
　大石　良樹（神奈川）
　浦上　景一（葛飾）

支部長
　齋藤　　盛（千代田・中央）
　鈴木　一正（文京）
　山口　敏子（北）
　赤津　肇一（板橋）
　中村　澄雄（練馬）
　相澤喜久雄（町田）
　増田　和彦（北多摩北）
　茂手木　清（八丈島）

栄えのご受章お祝い申し上げます。　計 12 名（敬称略）

••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••

平成 27年度　秋の叙勲受章会員

瑞宝小綬章　 1 名
　今成　　昭（江東）
瑞宝双光章　11 名
　根岸　敏夫（文京）
　松野　武男（墨田）

　瑞秀　政裕（大田）
　高橋　弘文（世田谷）
　宮川　英子（世田谷）
　川上　喜一（板橋）
　近藤　寛司（葛飾）

　石井　辰彦（江戸川）
　源原　重行（八王子）
　志村　秀男（西多摩）
　緑川喜千郎（千葉西）

栄えのご受章お祝い申し上げます。　計 22 名（敬称略）

••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••

平成 27年度　高齢者叙勲受章会員

瑞宝双光章　22 名
　小川　　啓（新宿）
　鈴木　利光（墨田）
　新倉　繁夫（目黒）
　徳武　清助（世田谷）
　新井　　久（中野）
　石川二三子（豊島）
　増澤喜美夫（練馬）

　吉岡　晴子（町田）
　宇根　忠廣（武蔵野・三鷹）
　杉本忠太郎（北多摩中）
　小澤　昭夫（調布）
　新倉　　剛（調布）
　太田　昭吉（狛江）
　小安　昭子（北多摩西）
　田野倉靖郎（西多摩）

　根本　和子（埼玉）
　岩田忠次郎（埼玉）
　梅沢　公夫（埼玉）
　濱島　和夫（埼玉）
　藤島　正美（埼玉）
　村上　　稔（埼玉）
　内野　和夫（茨城）
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百六歳　1 名　郷司　賢吾（世田谷）
百五歳　1 名　岸田　勝則（大田）
百四歳　1 名　小川　忠良（杉並）
百一歳　8 名　三浦　照枝（大田）　河野　茂夫（世田谷）　朝倉　　徹（杉並）　守屋　章雄（町田）
　　　　　　　岡部邦三郎（府中）　武内　　進（北・西）　渡辺弘一郎（埼玉）　伊藤　芳郎（神奈川）
百　歳　6 名　市来　康代（目黒）　　武田　キミ（大田）　相馬　孝之（練馬）　瀬間　一成（神奈川）
　　　　　　　望月　英子（神奈川）　福島　唯義（神奈川）
白　寿　6 名　　大正 6 年 4 月 2 日～大正 7 年 4 月 1 日生
　　　　　　　近藤　安子（台東）　保坂徳太郎（杉並）　佐田　彊（杉並）　木島　秀子（武蔵・三鷹）
　　　　　　　福田　三郎（埼玉）　須山　道徳（神奈川）

（敬称略）　　　
祝　ご長寿

星川　光男（新宿）
角谷　昭典（品川）
若菜　康三（大田）
山本　等晨（渋谷）
岸野　一雄（杉並）
山中　　優（杉並）
五十嵐典子（板橋）
武田　範子（板橋）
西澤恵美子（練馬）
大本　邦嘉（足立）
石川　朋郎（葛飾）
西村　　清（葛飾）
岩井　貞雄（八王子）
大西　　昭（町田）
中溝　篤子（日南）
加藤　俊次（北・北）
松村　義朗（北・北）
金川　武光（北・中）
原口　盛次（北・中）
佐久間清典（調布）
坂本　　保（北・西）
窪寺　　昇（三宅島）
新澤　勝治（千葉西）
井出　正仁（千葉北）
宇都野　徹（埼玉）
根本　　勇（埼玉）
岩崎　達郎（神奈川）
下河原五郎（神奈川）
山田　三郎（神奈川）

前田美智子（新宿）
田口　源豊（目黒）
林　　重雄（世田谷）
城崎　　勇（中野）
久保田恵政（杉並）
西河　良則（豊島）
奥田　　實（板橋）
相田新太郎（練馬）
野木　惣市（練馬）
大塚　久幸（足立）
大都　　操（葛飾）
前沢　正己（葛飾）
岡本　昭二（八王子）
北村　孝夫（日南）
花牟禮　哲（日南）
小口　正営（北・北）
余公　主子（北・北）
加藤　寛二（北・中）
古屋　登吾（北・中）
佐野　志郎（調布）
成迫　政則（北・西）
船越　コト（千葉南）
正木　芳保（千葉西）
漆原喜一郎（千葉北）
大野　勝弘（埼玉）
町田多万夫（埼玉）
奥村　敏雄（神奈川）
田口　順次（神奈川）
遊佐　三郎（神奈川）

渡邉　令子（文京）
古川　純市（目黒）
小泉　高義（世田谷）
坪川　正次（中野）
西　　君子（杉並）
柴崎　康信（北）
川上　喜一（板橋）
浦辺　満明（練馬）
宮下　澄夫（練馬）
小林　雍雄（足立）
久保　勝平（葛飾）
石井　辰彦（江戸川）
楠田　道子（八王子）
杉林　正一（日南）
渡辺　淑夫（日南）
佐藤　榮春（北・北）
渡邉　雄幸（北・北）
金子　品福（北・中）
佐藤　次郎（府中）
大柴　昭三（狛江）
高山　初介（西多摩）
小松　　明（千葉中）
緑川喜千郎（千葉西）
塩野　辰二（千葉北）
河原　俊夫（埼玉）
森田　　勉（埼玉）
久米　　準（神奈川）
寺橋　正光（神奈川）
岡島　光雄（宮城）

國元　泰治（品川）
大野　静夫（大田）
鬼塚満壽彦（世田谷）
荻野　正夫（杉並）
長谷川平四郎（杉並）
徳江　和雄（北）
栗嶋　　實（板橋）
岡澤　禮子（練馬）
茂木　辰雄（練馬）
小室　　詢（足立）
近藤　　睿（葛飾）
大久保謙二（江戸川）
高水　典夫（八王子）
武田　惠子（日南）
和田　民雄（武蔵・三鷹）
鍋田見四二（北・北）
秋野　敬一（北・中）
戸張　敦雄（北・中）
長谷川　清（府中）
古川　　新（狛江）
萩原　和夫（西多摩）
佐藤　晴也（千葉西）
山本　清治（千葉西）
中村　道正（千葉北）
鈴木　　博（埼玉）
吉田　浩治（埼玉）
小林　義彦（神奈川）
藤井八惠子（神奈川）
廣瀬　昭江（茨城）

佐久間　清（品川）
木部　廣雄（大田）
村澤　裕重（世田谷）
加藤　　弼（杉並）
平野　庄一（杉並）
後藤　　榮（荒川）
嶋根　欣一（板橋）
高崎平五郎（練馬）
森本喜代治（練馬）
豊島　武夫（足立）
高橋　康平（葛飾）
檜森　　宏（江戸川）
石井　通伝（町田）
中野目直明（日南）
内野　仁之（北・北）
廣岡　六衛（北・北）
井口　典子（北・中）
成田　一成（北・中）
井上　松吉（調布）
木嶋　　進（北・西）
穂積　昭三（西多摩）
島貫　榮一（千葉西）
山本武太郎（千葉西）
三谷　和夫（千葉北）
中村　久雄（埼玉）
井上　典民（神奈川）
島田　泰介（神奈川）
美坂　修典（神奈川）
長谷川壽男（長野）

米　寿　145 名　昭和 3 年 4 月 2 日～昭和 4 年 4 月 1 日生

小泉　信義（文京）
佐々木興子（大田）
高村　慶子（杉並）
宮崎　　隆（板橋）
船着　義之（練馬）
土井　靖子（葛飾）
住田　法祥（八王子）
末松　茂孝（日南）
広瀬　忠雄（府中）
守屋　龍男（北・西）
櫻田　昭正（三宅島）
中川　　一（埼玉）
桂林　和子（神奈川）

宮田　澄江（文京）
宮川　和枝（大田）
月岡　　透（豊島）
安井　幸生（板橋）
渡邉　昭雄（練馬）
安藤　悦夫（江戸川）
遊佐　順子（八王子）
宗近　弘武（日南）
松浦　怜子（調布）
池田　清澄（西多摩）
岡本　裕之（千葉北）
村田　　充（埼玉）
鈴木　紘一（神奈川）

俵　　明子（江東）
岩田　邦勝（杉並）
一之瀬藤彦（板橋）
榎本　幸弘（練馬）
戸井田吉政（足立）
佐々木暁雄（江戸川）
上野美津枝（日南）
岩井　　昭（武蔵・三鷹）
安達　　勉（狛江）
遠藤　純夫（西多摩）
武川　俊男（千葉北）
栁　　辰夫（埼玉）
谷藤　恭一（神奈川）

山本　季子（江東）
大野　貴義（杉並）
斉藤　福次（板橋）
菊池　章雄（練馬）
福田　省三（足立）
森　　　孝（江戸川）
下田　晴治（日南）
谷口　孝司（北・北）
大熊　　靖（狛江）
中西　　勲（西多摩）
有賀　政夫（埼玉）
福田　營二（埼玉）
深田　洋子（神奈川）

徳永　裕人（品川）
窪田　照子（杉並）
平井迦葉子（板橋）
西村　正憲（練馬）
小林　　繁（葛飾）
大野　義久（八王子）
中澤　　敬（日南）
安達　知子（北・中）
神田　輝美（狛江）
冨士　光男（西多摩）
久世　亘克（埼玉）
柏原　　哲（神奈川）

喜　寿　65 名　  昭和 14 年 4 月 2 日～昭和 15 年 4 月 1 日生
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平成 27 年度　東京都退職校長会一般会計決算書
１　収入総額　11,236,488 円　　２　支出総額　11,151,541 円　　３　差引残額　84,947 円

単位＝円　△収入は予算より減、支出は予算より増
収　入　の　部

款 項 目 27 年度予算額 27 年度決算額 増　減 摘　要
年 度 会 費 8,276,000 8,124,600 △ 151,400 2,500 円× 3,241 名、1300 円× 17 名　計 3,258 名
繰 越 金 34,048 34,048 0
雑 収 入 350,000 577,840 227,840 利子、祝金、広告掲載料等
積 立 基 本 金 2,500,000 2,500,000 0 特別会計　積立基本金より
合 計 11,160,048 11,236,488 76,440

支　出　の　部
款 項目 27 年度予算額 27 年度決算額 増　減 摘　要

会 議 費 495,000 536,779 △ 41,779
総 会 費 400,000 482,673 △ 82,673 総会に関する諸費（会議費、記念品費、発送費等）
役 員 会 費 50,000 30,083 19,917 正副会長・企画・理事・支部長会資料・印刷通信費等
部 会 費 25,000 8,080 16,920 各部の会合・資料・印刷・通信費等
各 種 委 員 会 費 20,000 15,943 4,057 各種委員会資料印刷・通信費等

事 業 費 4,349,000 4,100,507 248,493
会員名簿発行費 180,000 170,866 9,134 会員名簿作成・発送費・通信費等
会 報 発 行 費 1,300,000 1,367,478 △ 67,478 会報 188 ～ 191 号印刷・発送費等
生 涯 学 習 費 80,000 47,144 32,856 会員研修会会場費・講師謝金等
慶 弔 費 900,000 831,200 68,800 香料
渉 外 費 70,000 21,642 48,358 他機関との交渉・連絡費・懇談会会場費等
ク ラ ブ 補 助 費 130,000 131,013 △ 1,013 クラブ事業の助成費等
教 育 支 援 費 100,000 0 100,000 研修会諸経費等
会 員 増 強 費 60,000 41,680 18,320 新会員入会に関する通信費等
Ｈ Ｐ 運 営 費 274,000 293,104 △ 19,104 HP 維持費等
支部活動助成費 1,000,000 981,380 18,620 支部助成・県支部助成・振替料等
支 部 活 動 祝 金 240,000 200,000 40,000 支部総会・周年行事等の祝金等
島 嶼 活 動 助 成 15,000 15,000 0 支部長会交通費一部負担

事 務 費 3,473,000 3,566,737 △ 93,737
事 務 用 品 費 73,000 240,711 △ 167,711 事務用品・消耗品等
備 品 費 10,000 6,663 3,337 事務機器等
事 務 員 行 動 費 1,100,000 900,000 200,000 本部事務員行動費、資料作成費
事 務 所 費 1,850,000 2,049,741 △ 199,741 事務所借料・光熱費・電話料等
印 刷 費 80,000 18,977 61,023 資料文書等印刷費・印刷機保守契約費用等
コ ピ ー 機 費 240,000 264,200 △ 24,200 コピー機リース代等
通 信 費 120,000 86,445 33,555 事務局の通信連絡用諸費

交 通 費 1,420,000 1,591,354 △ 171,354 役員会・部会・事務局等の交通実費等
全連退　分担金 1,328,000 1,302,000 26,000 全連退会費 400 円× 3,255 人
運営資金積立金 20,000 0 0 周年記念事業積立（積立基本金より支出）
会員名簿積立金 10,000 0 0 会員名簿発行積立（積立基本金より支出）
諸 費 50,000 54,164 △ 4164 関ブロ大会参加費等
雑 費 10,000 0 0 諸雑費
予 備 費 5,048 0 0 予備費
合 計 11,160,048 11,151,541 8,507

平成 27 年度　　特別会計　決算書
1　運営資金積立金　③ 2　会員名簿積立金　④

収　　入 支　　出 収　　入 支　　出
運営資金積立金 1,705,529 会員名簿積立金 1,027,337
利息 280 利息 170
積立金
（特別会計より） 20,000 積立金

（特別会計より） 10,000
計 1,725,809 計 0 計 1,037,507 計 0

次年度繰越 1,725,809 次年度繰越 1,037,507
3　積立基本金　②

収　　入 支　　出
積立基本金 30,868,094 一般会計へ 2,500,000
寄付金（都民互助会） 1,546,250 新印刷機 51,732
利息 6,425 電話機 8,834

ＨＰ新規契約 54,432
特別助成金 96,000
行動費等 180,000
積立金等 30,000
Web保守費 11,016
印刷機リース費 28,620

計 32,420,769 計 2,960,634
次年度繰越金 29,460,135
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平成 28 年度　事業計画
1．活動方針
　本年度は本会にとって未来を見据えた創造的組織の構築と業務内容の全面的な見直し元年と位置づける。
スローガン「For the Future」－を掲げ、新たに設置された業務改善・基金検討委員会を中心とした会則等
の積極的な見直しに期待している。すでに、新執行部は、発足と同時に、ＨＰの全面刷新や会報発行の基本
方針の策定に着手し、斬新的な組織運営に対応しているが、さらなる会の充実と発展に努力する。そのため
に綱領の精神を一層深化させ、事業計画を着実に実行するために、次の具体的方針を掲げる。

（１）さらなる業務の透明性を図り、会員の期待に応える組織の見直しと効率的な会の運営に徹する。
（２）会員の入会促進と会員増強のため、本部と支部との一体的で効果的な取り組みを加速させる。
（３）策定された「予算編成の基本原則」に基づき、適正で効率的な予算執行を図るよう努力する。

２．スローガン：「For the Future」一将来に向けてー

３．活動の重点
　　◇ 会員の確保・会員増強に努める。
　　◇ 組織的・効率的な運営に努力し、各部が具体的な成果を上げるように努める。
　　◇ 各事業を見直し、健全財政を目標に、予算の効果的で適正な運用・執行に努める。
　　◇ 会員の親睦と互助に寄与するとともに、生涯学習の場を広げる。
　　◇ 会報やＨＰを通して、会員が情報を的確に共有し、相互の連携を強化する。
　　◇ 都教育庁委託事業を受け入れ、会員の豊かな経験を活かし、その期待に応える。
　　◇ 関係教育機関・団体と連携強化を図り、本会の充実と発展に努める。

４．各部・委員会の目標・事業計画
（1）総　務　部

（2）会　計　部

（3）会　報　部

 

（4）福利厚生部

（5）生涯学習部

（6）事業改善・
基金検討委員会

（7）教育関係機関
・団体との連携

◇ 平成 29 年 3 月退職予定者、平成 24 年・平成 28 年 3 月退職者で未加入会員等の情
報を的確に提供し、入会勧誘の促進に努める。

◇ 総会、支部長会等で各部との連携を密にし、円滑な会の運営に努める。
◇ 平成 28 年度入会者名簿を作成する。また、平成 29 年度版会員名簿発行の準備をする。
◇ 新年度予算の編成は、「予算執行の基本原則」に則り、編成する。
◇ 各部、各委員会等と緊密な連携を図り、諸活動、諸事業の円滑な運営ができるよ

う配慮する。
◇ 会員減少等に伴う収入減により、予算の編成、執行、運用を適正にし、極力支出

の抑制に努める。
◇ 東京都退職校長会の活動状況を会員に提供するために、より魅力ある会報の発行

に努める。また、東京都教育委員会に会報を送付し、本会への関心と理解を得ら
れるように努める。

◇ 退職予定者に会報を送付することにより、本会の活動を理解し、賛同していただ
くと共に、入会を促す。

◇ 会報は、年 4 回（4 月、7 月、10 月、1 月）発行を予定し、広報活動に努める。
◇ 白寿・米寿・喜寿の会員には、祝意を表すなど会員の福利・厚生の充実に努める。
◇ 物故者には弔意を表す。
◇ 懇親会などを通して、会員相互の交流・親睦・連携を図る。
◇ 関係団体との連携を図りながら、年金・叙勲等に関する情報の収集・提供を行う。
◇ 支部活動の充実と活性化を図る発表会を行う。
　 ①教育支援活動　②健康に寄与する活動、歴史散歩等
◇ 各クラブ活動の活性化を図り、各クラブ所属員の増員への支援をする。
◇ 生涯学習部が企画運営して、東京都発見散歩を実施し、会員に紹介する。
◇ 諮問事項について、更に検討を加え、平成 28 年度内に報告書を提出するよう検討

作業を進める。
◇ 東京都教育委員会と教育懇談会を開催し、教育課題に応える教育支援を推進する。
◇ 国公立幼稚園・こども園長会、校長会五団体との教育懇談会を開催し、連携強化

に努める。
◇ 全国連合退職校長会との連携強化に努める。

（1）都教育庁
人材バンク受託事業
運営特別委員会

（2）都教育庁
採用前実践的指導力
養成講座受託委員会

◇ 「 人材バンク事業運営に関する相談・普及広報活動等について」の事業を受託し仕
様書により、本委員会が委員長を中心に、全面的な事業推進の任に当たる。
同事業の費用弁償については、契約書に基づき別途処理する。

◇ 都教育庁委託の「平成２８年度公立学校教員採用候補者任用前研修事業」を受託
し仕様書により、本委員会が委員長を中心に、全面的な運営及び事業推進の任に
当たる。また、同事業の費用弁償については、契約書に基づき、別途処理する。

５．教育庁受託事業
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平成 28 年度　東京都退職校長会予算書　　　一般会計
１　収入総額　10,491,947 円　　２　支出総額　10,491,947 円　　３　差引残額　0 円

単位＝円　△２７年度より減　
収　入　の　部

款 項 目 28 年度予算額 27 年度予算額 増　減 摘　　要
年 度 会 費 7,907,000 8,276,000 △ 369,000 2,500 円× 3,155 人・1,300 円× 15 人

（計 3,170 人）
繰 越 金 84,947 34,048 50,899
雑 収 入 500,000 350,000 150,000 利子、祝金、広告掲載料等
積 立 基 本 金 2,000,000 2,500,000 △ 500,000 特別会計積立基本金より
合 計 10,491,947 11,160,048 △ 668,101

支　出　の　部
款 項　　目 28 年度予算額 27 年度予算額 増　減 摘　　要

会 議 費 450,000 495,000 △ 45,000
総 会 費 400,000 400,000 0 総会に関する諸費（会場費、記念品費、発送費等）
役 員 会 費 30,000 50,000 △ 20,000 正副会長、企画、理事、支部長会等資料作成費等
部 会 費 10,000 25,000 △ 15,000 各部の会合・資料・印刷・通信費
各種委員会費 10,000 20,000 △ 10,000 教育支援活動委員会　役員選考委員会等資料作成費等

事 業 費 4,085,000 4,349,000 △ 264,000
会員名簿発行費 170,000 180,000 △ 10,000 会員名簿作成、発送費等
会 報 発 行 費 1,300,000 1,300,000 0 会報 192 ～ 195 号印刷・発送費等
生 涯 学 習 費 50,000 80,000 △ 30,000 会員研修会会場費・講師謝金等
慶 弔 費 850,000 900,000 △ 50,000 香料
渉 外 費 30,000 70,000 △ 40,000 他機関との交渉、連絡費等　懇談会会場費
クラブ補助費 100,000 130,000 △ 30,000 クラブ事業の助成費
教 育 支 援 費 80,000 100,000 △ 20,000 研修会諸経費・現職教員対象研修会諸経費等
会 員 増 強 費 40,000 60,000 △ 20,000 新会員入会に関する通信費等
Ｈ Ｐ 運 営 費 270,000 274,000 △ 4,000 HP 維持費等
支部活動助成費 980,000 1,000,000 △ 20,000 支部助成、県支部助成、振替料等
支部活動祝金 200,000 240,000 △ 40,000 支部総会・周年行事等の祝金
島嶼活動助成 15,000 15,000 0 支部長会交通費一部負担

事 務 費 3,410,000 3,473,000 △ 63,000
事 務 用 品 費 70,000 73,000 △ 3,000 事務用品、消耗品等
備 品 費 10,000 10,000 0 事務機器等
事務員行動費 1,080,000 1,100,000 △ 20,000 本部事務員行動費、事務補助員行動費
事 務 所 費 1,850,000 1,850,000 0 事務所借料、会議室使用料、光熱費電話代等
印 刷 費 50,000 80,000 △ 30,000 資料文書等印刷費、印刷機保守契約
コ ピ ー 機 費 280,000 240,000 40,000 コピー機リース代等
通 信 費 70,000 120,000 △ 50,000 事務局の通信連絡用諸費

交 通 費 1,220,000 1,420,000 △ 200,000 役員会・部会・事務局等の交通実費等
全連退分担金 1,268,000 1,328,000 △ 60,000 全連退会費 3,170 人分（1 名 400 円）
運営資金積立金 10,000 20,000 △ 10,000 周年事業積立
会員名簿積立金 10,000 10,000 0 会員名簿発行積立
諸 費 30,000 50,000 △ 20,000 全連退関ブロ大会（群馬県）参加費等
雑 費 5,000 10,000 △ 5,000 諸雑費
予 備 費 3,947 5,048 △ 1,101 予備費

合　　　　　　　計 10,491,947 11,160,048 △ 668,101
平成 28 年度　　特別会計　予算書

1　運営資金積立金 2　会員名簿積立金
収　　入 支　　出 収　　入 支　　出

繰越金 1,725,809 繰越金 1,037,507
一般会計より繰入 10,000 一般会計より繰入 10,000
利息 100 計 0 利息 100 計 0

計 1,735,909 次年度繰越 1,735,909 計 1,047,607 次年度繰越 1,047,607
3　積立基本金

収　　入 支　　出
繰越金 29,460,135 一般会計へ 2,000,000
都民互助会寄付金 1,500,000
利息 5,000 計 2,000,000

計 30,965,135 次年度繰越 28,965,135

平成 28 年 4 月 1 日
東京都退職校長会　会長　多田　丈夫
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会　長		 多田　丈夫（八王子）
副会長		 黒田　貞夫（埼玉）
			   　生涯学習部担当
			   中岡　啓子（足立）
			   　福利厚生部担当
			   宇津木順一（西多摩）
			   　総務部担当
			   安達　　勉（狛江）
			   　会計部担当・会計部長兼任
			   苗村　崇伶（江東）
			   　会報部担当

総務部長	 　林　　和明（世田谷）
会報部長	 　和田　　弘（練馬）
福利厚生部長	　守屋　龍男（北多摩西）
生涯学習部長	　齋藤　徳蔵（千葉西）

事務局長	 　三辻　陽夫（日南）

監　事		 　大南　英明（千葉西）
			   　今井　重夫（神奈川）
			   　藤井千恵子（埼玉）

平成２８年度　本部役員

千代田・中央 岩谷　榮子
港 野々山　毅

新 宿 廣澤　義夫
文 京 小林　　博
台 東 老川　秀夫
墨 田 小菅　和子
江 東 森　俊一郎
品 川 高橋　信夫
目 黒 薩日内信一
大 田 天野　正忠
世 田 谷 小林　由衛
渋 谷 五十嵐邦亨
中 野 緒方　良子
杉 並 井囗　　茂

北 大崎美代子
荒 川 戸叶　恒夫
板 橋 清水　　健
練 馬 内匠　英夫
足 立 伊藤　誠一
葛 飾 佐藤　晴雄
江 戸 川 奥村　信吾
八 王 子 渡辺　和則
町 田 沖倉　啓寿
日 南 寺沢　　史
武蔵野･三鷹 田原　良敏
北 多 摩 北 部 楠本善之助
北 多 摩 中 部 鎌田　敏雄
府 中 延藤　君雄

調 布 渡邉　　孝
狛 江 松崎　正勝
北 多 摩 西 部 重野　和夫
西 多 摩 宇津木順一
大 島 村田　公充
三 宅 島 淺沼　　洋
千 葉 南 部 桐谷　澄男
千 葉 中 部 菅谷廉之助
千 葉 西 部 藤木　三五
千 葉 北 部 永嶋　達夫
埼 玉 県 東條　康永
神 奈 川 県 石川　秀治

支部長

太田　　秀（文　京） 片岡　敦子（北多摩北）
顧　問

加藤　玉枝（埼　玉）
黒田　彦治（神奈川）
小林　英子（豊　島）
相田新太郎（練　馬）
滝澤　利夫（埼　玉）

大木　英雄（千葉南）
白石　裕一（武蔵野 ･ 三鷹）
武藤　　昇（板　橋）
田野倉訓郎（西多摩）

参　与
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◆
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会
長
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。
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発
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ま
す
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ら
自
主
研
修

と
し
て
始
ま
っ
た
。

・
教
育
研
修
会（
平
成
18
年
～
20
年
）

研
修
の
定
着
に
よ
り
名
称
を
ふ
さ
わ

し
い
も
の
に
す
る
。

・
教
育
問
題
研
修
会
（
平
成
21
年
～

22
年
）

・
教
育
課
題
研
修
会（
平
成
23
年
～
）

現
職
校
長
と
と
も
に
前
向
き
に
取
り

組
む
研
修
会
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た

め
に
第
十
七
回
よ
り
改
名
し
た
。

④　

平
成
二
十
七
年
度
教
育
課
題
研

修
会
の
ま
と
め

【
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
向
け

た
小
学
校
の
取
り
組
み
】

　

長
谷　

豊
氏
（
菅
刈
小
学
校
長
）

○
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
向
け

て・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
柱
と

し
た
新
た
な
方
向
性
に
向
け
た
教
育

の
改
革

・
特
別
な
教
科
「
道
徳
」
の
実
施
に

向
け
て

・
英
語
科
新
設
に
向
け
て

〇
各
学
校
が
抱
え
る
今
日
的
課
題

・
授
業
力
を
柱
と
し
た
教
員
の
資
質

向
上

・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

・
心
の
教
育
（
い
じ
め
等
の
対
応
）

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
対
応

・
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
そ
の
ほ
か

に
も
山
積
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
の
推
進
・
特
別
支

援
教
育
等
）

⑤　

成
果
と
課
題

・
現
職
校
（
園
）
長
か
ら
本
音
の
話

を
聞
く
こ
と
が
出
来
、
質
疑
応
答
が

活
発
に
行
わ
れ
た
。現
職
の
校（
園
）

長
の
熱
意
と
活
発
な
様
子
が
伝
わ
り

退
職
校
長
と
し
て
教
育
の
動
向
を
見

据
え
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
を

強
く
し
て
い
る
。

平
成
二
十
八
年
度
　
第
一
回
会
員
研
修
会

生
涯
学
習
部

一　

日
時　

五
月
十
三
日
（
金
）

　
　
　
　
　

十
四
時
二
十
分
開
会

二　

会
場　

ス
ク
ワ
ー
ル
麹
町

三　

生
き
生
き
人
生

　
　
　
　
　

元
気
の
出
る
集
い

　
　

―
教
育
支
援
、

文
化
活
動
の
支
援
―　
　
　

四　

研
修
内
容

⑴　

挨
拶　

会
長　
　

多
田　

丈
夫

⑵　

発
表

　

・
教
育
支
援
活
動

　
　
　

目
黒
支
部　
　

松
本　

保
枝

　

・
教
育
支
援
活
動

　
　
　

日
南
支
部　
　

寺
沢　
　

史

　

・
文
化
活
動

　
　
　

千
葉
中
部
支
部

佐
々
木　

勇

⑶　

謝
辞　

副
会
長　

黒
田　

貞
夫
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⑵
　
日
南
支
部

十
一
年
間
の
教
育
懇
談
会

　
　
　
発
表
者
　
　
　
寺
沢
　
　
史

①　

支
部
の
名
称
に
つ
い
て

日
野
市
・
多
摩
市
・
稲
城
市
が
合
同

で
支
部
を
設
立
。〔
昭
和
43
年
〕

現
在
の
会
員
数
136
名

②　

教
育
懇
談
会
の
性
格

・
平
成
十
七
年
か
ら
年
一
回
の
開
催

を
始
め
る
。
五
年
間
は
、
会
員
か
ら

問
題
提
起
、
そ
れ
を
基
に
話
し
合
う
。

・
次
の
五
年
間
は
、
外
部
の
有
識
者

に
依
頼
し
て
、
地
域
や
教
育
に
関
連

し
た
講
演
（
講
話
）
を
依
頼
し
会
員

の
視
野
・
認
識
を
広
げ
る
こ
と
を
目

指
し
た
。

・
十
一
回
目
の
昨
年
は
、
当
初
の
会

員
の
問
題
提
起
を
中
心
に
、
円
形
の

形
式
で
話
し
合
う
会
と
し
た
。

③　

第
十
一
回
教
育
懇
談
会
の
ま
と

め【
現
在
の
教
育
課
題
と
私
た
ち
の
取

り
組
み
】

　

市
川
哲
男
氏
（
問
題
提
起
者
１
）

○
公
教
育
の
公
平
性
・
平
等
性
と
教

育
の
機
会
均
等

＊
学
校
教
育
制
度
の
再
編
に
伴
う

教
育
機
会
の
格
差
の
問
題

○
わ
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
心
の
育

成
＊
郷
土
愛
・
愛
国
心
の
育
成
を
僻

地
教
育
の
理
念
か
ら
考
え
る
。

○
教
職
に
お
け
る
研
究
と
研
修

＊
教
職
の
専
門
職
制　

＊
教
職
の

特
性
と
学
校
組
織
の
水
平
構
造

　

岸
田
博
三
氏
（
問
題
提
起
者
２
）

・
身
の
回
り
の
出
来
事
か
ら
、
鋭
く

切
り
込
む
問
題
提
起
と
し
て
次
の
四

つ
を
提
示
さ
れ
た
。

○
教
育
に
お
け
る
数
値
の
取
り
扱
い

を
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

〇
能
力
を
育
て
る
こ
と
と
人
間
を
育

て
る
こ
と
を
ど
う
統
合
す
る
か
。

○
国
家
百
年
の
計
と
学
校
一
年
の
計

と
の
間
に
ど
う
橋
を
架
け
る
か
。

○
学
習
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
質
を

ど
う
す
れ
ば
高
め
ら
れ
る
か
。

　

出
席
者
の
意
見

・
能
力
を
育
て
る
こ
と
、
人
間
を
育

て
る
こ
と
の
両
方
大
切
。
目
に
見
え

る
者
だ
け
で
な
く
、
目
に
見
え
な
い

も
の
や
資
質
を
大
切
に
し
た
い
等
、

現
在
の
様
々
な
教
育
課
題
に
正
面
か

ら
取
り
組
ん
だ
問
題
提
起
に
対
す
る

出
席
者
の
積
極
的
な
発
言
で
有
意
義

な
会
と
な
っ
た
。

⑶
　
千
葉
中
部
支
部

　
　
　
発
表
者
　
　
　
佐
々
木
　
勇

○
童
謡
・
唱
歌
を
歌
う
会

・
船
橋
市
で
童
謡
唱
歌
を
歌
う
会

設
立
（
平
成
13
年
）

・
支
部
の
研
修
会
に
て
「
さ
あ
歌
お

う
」
会
を
実
施
（
平
成
25
年
）

・
平
成
26
年
よ
り
支
部
で
活
動
開
始

○
会
の
モ
ッ
ト
ー

・
童
謡
、
唱
歌
の
優
し
い
歌
を
お
腹

の
底
か
ら
歌
っ
て
笑
っ
て
、
楽
し
い

時
間
を
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

・
歌
の
力
で
人
生
を
明
る
く　

寝
た

き
り
ゼ
ロ
、
引
き
こ
も
り
ゼ
ロ
。

皆
で
歌
を
歌
い
な
が
ら
元
気
の
良
い

仲
間
を
育
て
た
い
も
の
で
す
。

・
歌
を
歌
う
時
の
心
掛
け

た
だ
し
い
姿
勢
で
、
胸
を
は
り
、
や

や
高
め
に
保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
発
声
練
習

呼
吸
・
発
声
配
置
・
音
の
支
え
・
呼

気
上
歌
唱
・
喉
を
開
く
・
リ
ラ
ッ
ク

ス
が
大
切
で
す
。

最
後
に
皆
さ
ん
で
『
故
郷
』
を
歌
い

ま
し
ょ
う
。
―
全
員
合
唱
―

　
謝
辞
　
　
副
会
長
　
黒
田
　
貞
夫

　

各
支
部
、
レ
ベ
ル
の
高
い
内
容
で

皆
さ
ん
に
大
き
な
刺
激
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
。
目
黒
支
部
で
は
現
職
の

方
々
と
一
緒
の
時
間
を
継
続
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
日
南
支
部
で
は
、
専
門
性

を
深
め
る
内
容
を
現
役
に
立
ち
返
り

学
習
し
て
い
る
。
千
葉
中
部
の
佐
々

木
先
生
に
は
元
気
を
い
た
だ
い
た
。

「
生
き
生
き
人
生　

元
気
の
出
る
集

い
」
各
支
部
が
特
色
を
活
か
し
た
会

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

［
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
］

・
自
分
の
支
部
で
も
努
力
し
な
け
れ

ば
と
実
感
し
た
。・
大
変
参
考
に
な
っ

た
。・
生
涯
を
学
び
な
が
ら
歩
む
こ

と
の
大
切
さ
が
分
か
り
貴
重
な
実
践

だ
と
感
じ
た
。
等
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
。
ま
た
、
質
疑
の
時
間
が
必
要

・
講
演
会
の
検
討
を
、
等
、
貴
重
な

ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後

に
生
か
し
て
参
り
ま
す
。
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去
る
5
月
17
日
（
火
）、東
京
ガ
ー

デ
ン
・
パ
レ
ス
を
会
場
に
本
会
主
催

の
新
企
画
、「
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
東

京
、
二
〇
一
六
」
が
開
催
さ
れ
た
。

雨
模
様
に
も
関
わ
ら
ず
、
約
108
名
余

の
会
員
が
一
堂
に
会
し
た
。
参
加
者

の
多
く
が
こ
の
事
業
の
経
験
者
の
た

め
会
場
は
熱
気
に
あ
ふ
れ
た
。
は
じ

め
に
、
前
、
東
京
都
教
育
委
員
会
教

育
監
で
現
、
明
海
大
学
副
学
長　

高

野
敬
三
氏
の
「
こ
れ
か
ら
の
東
京
の

教
育
行
政
」
と
題
し
た
基
調
講
演
を

拝
聴
し
た
。
平
成
26
年
に
策
定
さ
れ

た
「
東
京
都
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
平

成
27
年
11
月
に
策
定
さ
れ
た
「
東
京

都
教
育
施
策
大
綱
」
が
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
で
紹
介
さ
れ
た
。
東
京
都
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、「
世
界
一
の
都
市
・

東
京
」
の
実
現
を
目
指
す
基
本
目
標

と
都
市
戦
略
と
25
本
の
政
策
方
針
が

披
露
さ
れ
た
。
ま
た
、「
東
京
都
教

育
施
策
大
綱
」
で
は
、
東
京
の
子
供

た
ち
の
将
来
像
が
示
さ
れ
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
す
る
東
京
、
日
本
を
支
え
る

人
間
」
を
柱
に
東
京
の
教
育
の
根
本

方
針
が
紹
介
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
、

国
際
都
市
東
京
な
ら
で
は
の
教
育
施

策
で
あ
る
と
の
印
象
を
強
く
持
っ

た
。
基
調
講
演
に
続
き
、「
こ
れ
か

ら
の
若
い
教
師
に
期
待
す
る
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
、
次
の
パ
ネ
ラ
ー
に
よ

る
活
発
な
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。　

◯
総
合
司
会　
　
　
　

宇
津
木
順
一

  （
東
京
都
退
職
校
長
会
副
会
長
）

◯
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

多
田　

丈
夫 

 （
東
京
都
退
職
校
長
会
会
長
）

◯
パ
ネ
ラ
ー
（
6
名
）堀

田　

直
樹
氏

（
教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
授
業
力
向

上
課
長
）

〈
報
告
〉
新
企
画

本
会
主
催
の
「
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
東
京
・
二
〇
一
六
」

添
田　

禮
子
氏

（
元
、大
田
区
立
馬
込
東
中
学
校
長
）

伊
東
冨
士
雄
氏

（
元
、
杉
並
区
立
三
谷
小
学
校
長
）

小
山　

利
一
氏

（
元
、
都
立
青
山
高
等
学
校
長
） 

朝
日　

滋
也
氏

（
現
、
都
立
永
福
学
園
校
長
）

桑
原　

利
夫
氏

（
元
、
千
代
田
区
立
御
茶
ノ
水
小
学

校
長
）

　

さ
て
、
平
成
25
年
か
ら
始
ま
っ
た

「
採
用
前
実
践
的
指
導
力
養
成
講

座
」（
以
下
、
採
用
前
養
成
講
座
）

も
3
年
を
経
過
し
、
約
六
〇
〇
〇
名

近
い
受
講
生
が
す
で
に
各
学
校
で
活

躍
し
て
い
る
。
こ
の
現
実
を
直
視
し

た
企
画
を
と
、「
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

東
京
二
〇
一
六
」
を
開
催
し
た
。
ま

ず
、
都
教
委
、
協
力
校
、
講
師
代
表
、

企
画
担
当
代
表
を
パ
ネ
ラ
ー
に
こ
の

画
期
的
な
事
業
に
参
画
し
て
の
率
直

な
感
想
や
ご
意
見
を
聞
い
た
。
加
え

て
、
苦
労
話
や
成
果
も
紹
介
さ
れ
た
。

そ
の
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

こ
の
採
用
前
養
成
講
座
を
よ
り
よ
く

す
る
た
め
の
方
策
や
改
善
点
は
何
か

を
お
聞
き
し
た
。
ま
と
め
の
段
階
で

会
場
の
参
加
者
か
ら
意
見
や
感
想
を

い
た
だ
い
た
。ま
た
、ウ
ィ
ー
ク
デ
ー

の
た
め
出
席
が
叶
え
ら
れ
な
か
っ
た

受
講
経
験
者
代
表
か
ら
、
①
社
会
人

に
な
る
と
い
う
意
義
と
自
覚
が
芽
生

え
た
。
②
同
期
の
仲
間
と
一
足
早
く

出
会
え
た
こ
と
で
連
帯
感
が
生
ま
れ

た
。
③
特
別
支
援
学
校
の
研
修
か
ら

通
級
指
導
や
授
業
の
イ
メ
ー
ジ
が
も

て
た
。
④
グ
ル
ー
プ
に
一
人
、
先
生

が
つ
い
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
質
問

し
や
す
く
、
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
で

研
修
が
で
き
た
。
⑤
保
護
者
へ
の
対

応
な
ど
、
具
体
的
な
場
面
を
想
定
し

た
研
修
が
強
く
印
象
に
残
り
4
月
か

ら
役
立
っ
て
い
る
。
等
と
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　

終
わ
り
に
、
こ
の
企
画
に
際
し
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
各
区
市
の
支

部
長
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
ご
参
集
い
た
だ
い
た

会
員
の
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
、
報
告
と
す
る
。

　

尚
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
詳
細
な

内
容
は
、
本
会
の
Ｈ
Ｐ
等
を
通
じ
て

広
く
関
係
者
に
お
伝
え
す
る
計
画
に

し
て
い
る
。（

文
責　

多
田　

丈
夫
）

基調講演
前 東京都教育委員会教育監

高野敬三氏
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平
成
26
年
度
、
港
支
部
の
Ａ
会
員

（
港
区
在
住
）
は
、
９
名
に
な
り
ま

し
た
。
Ｂ
会
員
（
他
地
区
在
住
）
は

85
名
で
し
た
。
そ
こ
で
、
今
ま
で
見

学
会
や
学
校
訪
問
な
ど
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
参
加
者
が
少
な
く
な
り
、

実
施
が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、
資
金
面
で
支
え

て
い
た
だ
い
て
い
る
Ｂ
会
員
の
方
々

に
申
し
訳
な
く
思
い
、
Ｂ
会
員
の

方
々
を
対
象
に
港
支
部
に
残
っ
て
い

た
だ
け
る
か
ど
う
か
の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
約
半
数
の
35

名
の
方
々
が
残
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
結
果
か
ら
、
港
区
に
愛

着
を
持
っ
て
い
る
方
が
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
る
こ
と
を
感
じ
、
港
支
部
を
存

続
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
い
う
思

い
を
強
く
し
ま
し
た
。
ま
た
、
退
職

さ
れ
た
校
長
先
生
方
の
消
息
を
尋
ね

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
名
簿
を
管
理

し
て
お
く
こ
と
の
大
切
さ
も
感
じ
ま

し
た
。
こ
の
年
、
会
計
を
担
当
し
て

く
だ
さ
っ
た
神
奈
川
支
部
の
桜
井
明

子
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
、
山
本
英
夫
支
部

長
が
川
崎
市
に
転
居
さ
れ
ま
し
た
。

　

28
年
度
は
ま
ず
、
身
近
な
方
々
に

声
を
か
け
、
組
織
づ
く
り
か
ら
始
め

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
総
会
・
懇
親

会
の
費
用
の
軽
減
の
た
め
会
場
を
変

え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
活
動
面
で

は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
る
た

め
に
情
報
交
換
を
密
に
す
る
こ
と
、

ま
た
、
区
内
の
学
校
と
の
連
携
を
図

り
、
そ
こ
で
得
た
情
報
な
ど
を
会
員

の
方
々
に
お
伝
え
す
る
こ
と
な
ど
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
退
職
さ
れ
た
二
名
の
方

が
入
会
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今

は
、
こ
れ
か
ら
の
港
支
部
の
存
続
と

進
展
を
願
っ
て
、
会
員
の
方
々
と
共

に
力
を
合
わ
せ
、
一
歩
ず
つ
進
ん
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

支
　
部
　
だ
　
よ
　
り

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

支
部
の
存
続
を
願
っ
て

港
支
部
　
野
々
山
　
毅

　

五
市
編
成
の
本
支
部
は
、
年
々
深

ま
る
高
齢
化
と
会
員
数
の
激
減
に
よ

り
地
区
単
独
で
の
役
員
の
輪
番
制
維

持
は
不
可
能
な
状
況
で
あ
っ
た
。

一
、
会
則
改
訂
の
必
要
性

　

立
川
地
区
を
核
に
輪
番
制
も
配
慮

し
、
会
員
数
増
加
を
目
標
に
「
魅
力

を
感
じ
る
支
部
事
業
を
目
指
し
」
会

員
数
に
応
じ
た
運
営
と
、
役
員
数
及

び
会
員
の
総
意
を
生
か
し
た
支
部
活

動
に
重
点
を
置
い
た
。
①
役
員
数
の

削
減
（
監
事
の
外
部
招
聘
を
含
む
）

②
理
事
会
の
活
用
・
会
則
に
精
通
す

る
内
規
の
充
実
を
図
る
。
③
透
明
性

の
高
い
事
業
運
営
を
図
る
。

　

な
ど
、
本
部
と
も
会
則
原
案
の
連

絡
会
を
設
け
て
協
議
を
し
た
。
原
案

は
立
川
地
区
が
担
当
す
る
と
同
時
に

改
訂
支
部
会
則
の
運
営
開
始
と
な
っ

た
。

二
、
改
訂
支
部
会
則
に
よ
る
運
営

⑴
役
員
削
減
に
つ
い
て

①
役
員
数
（
２
／
３
減
）
削
減　

②

事
業
の
見
直
し
等
を
骨
子
と
し
た
改

訂
を
行
っ
た
。
最
大
の
課
題
は
、
少

人
数
の
地
区
で
役
員
四
名
の
選
出
が

可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

魅
力
を
感
じ
る
支
部
会
則
の
改
訂

北
多
摩
西
部
支
部
長
　
池
谷
　
勇

　

担
当
地
区
役
員
は
、
特
に
①
役
員

数
に
合
っ
た
事
業
の
企
画
・
運
営　

②
分
担
の
役
職
の
み
で
な
く
全
体
の

運
営
に
対
し
て
協
力
的
態
勢
の
重
視

③
事
業
及
び
事
務
の
簡
便
化
を
図
り

不
易
と
流
行
を
明
確
化　

④
必
要
に

応
じ
て
、
他
地
区
委
員
・
会
員
に
協

力
を
依
頼
す
る
等
の
徹
底
を
申
し
合

わ
せ
引
継
ぎ
事
項
と
し
た
。

⑵
事
業
の
見
直
し

　

昔
を
懐
か
し
み
、
語
り
合
い
の
喜

び
を
深
め
る
「
レ
ク
座
論
会
」。

　

近
隣
で
の
「
野
草
観
察
会
」、「
国

営
昭
和
記
念
公
園
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」。

何
れ
も
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
健
康
増
進

に
つ
な
が
る
事
業
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、

今
回
の
新
規
会
員
の
入
会
者
数
は
、

全
支
部
最
上
位
を
収
め
る
こ
と
が
で

き
、
会
員
の
大
き
な
喜
び
と
な
っ
た
。
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5
月

2
人
材
バ
ン
ク
受
託

　

事
業
特
別
委
員
会

9
正
副
会
長
会

10
福
利
厚
生
委
員
会

11
総
務
部
会

12
〔
短
歌
ク
ラ
ブ
〕

13
東
京
都
退
職
校
長
会

＝
第
63
回
定
期
総
会
＝

〃
第
1
回
研
修
会

16
生
涯
学
習
部
会

17
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
二
〇
一
六
）
大
会

18
会
報
部
会

27
人
材
バ
ン
ク
委
員
会

　
6
月

1
人
材
バ
ン
ク
委
員
会

　

※
委
嘱
状
伝
達
式

3
全
国
連
合
退
職
校
長
会

＝
第
52
回
定
期
総
会
＝

7
正
副
会
長
会

〃
福
利
厚
生
部
会

10
〔
短
歌
ク
ラ
ブ
〕

13
総
務
部
会

15
企
画
委
員
会

〃
生
涯
学
習
部
会

20
理
事
総
会

24
人
材
バ
ン
ク
委
員
会

28
総
務
部
会

29
会
報
部
会

　
7
月

4
総
務
部
会

5
正
副
会
長
会

〃
人
材
バ
ン
ク
委
員
会

6
会
報
部
会

8
〔
短
歌
ク
ラ
ブ
〕

11
企
画
委
員
会

12
福
利
厚
生
委
員
会

〃
生
涯
学
習
部
会

13
総
務
部
会

〃
会
報
部
会

20
会
計
部
会

〃
総
務
部
会

23
人
材
バ
ン
ク
委
員
会

25
支
部
長
会
①

湯
島
の
動
静

（敬称略）

••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
••••••••••••••••••••••••••
平成 28年　春の叙勲・高齢者叙勲受章会員

瑞宝小綬章　 1 名
　芝崎　茂夫（千葉中部）

瑞宝双光章　11 名
　太田　　秀（文　京）

　厚地　大司（世田谷）
　鬼塚満壽彦（世田谷）
　坂本　尚敏（板　橋）
　安齊　和寿（八王子）
　佐藤　次郎（府　中）

平井　正人（日　南）
廣岡　六衛（北多摩北）
林　　幸成（埼　玉）
町田　槌男（埼　玉）
八田　洋彌（神奈川）

高齢者叙勲受章会員
瑞宝双光章　 4 名
　岸本　　眞（文　京）
　黒澤　昭夫（文　京）
　浅子　昭三（世田谷）
　倉橋　宗作（中　野）



第193号 東京都退職校長会会報 平成28年7月25日

― 15 ―

　

会
報
部
で
の
編
集
会
議
の
合
間
に

「
ね
む
の
木
」
に
は
ど
ん
な
花
が
い

つ
頃
咲
く
の
か
と
い
う
話
で
盛
り
上

が
っ
た
。
開
花
の
情
報
を
得
て
、
6

月
14
日
、
目
黒
駅
に
集
合
。

　
「
ね
む
の
木
の
庭
」
は
池
田
山
の

住
宅
街
に
あ
っ
た
。
多
少
上
り
下
り

の
あ
る
、
車
が
通
ら
な
い
よ
う
な
道

を
20
分
ぐ
ら
い
話
し
な
が
ら
歩
い
て

い
く
と
、「
ね
む
の
木
の
庭
」
と
書

か
れ
た
表
札
の
あ
る
門
に
気
付
い
た
。

　

門
を
入
る
と
、
落
下
し
て
い
る
可

愛
ら
し
い
花
が
い
く
つ
も
目
に
付
い

た
。
ふ
と
上
を
見
る
と
、
ね
む
の
木

の
葉
が
茂
っ
て
い
る
間
に
、
薄
桃
色

の
美
し
い
花
が
見
え
た
。

　

木
の
下
は
落
下
し
た
ね
む
の
木
の

花
が
三
色
ス
ミ
レ
に
混
じ
っ
て
咲
い

て
い
る
よ
う
に
も
み
え
た
。
木
の
上

を
見
上
げ
る
と
優
し
さ
と
い
う
よ
り
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　
「
ね
む
の
木
の
庭
」
は
、
皇
后
陛

下
の
ご
実
家
だ
っ
た
旧
正
田
邸
跡
地

に
で
き
た
品
川
区
立
公
園
で
あ
る
。

　

次
に
城
南
五
山
の
一
つ
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
、
池
田
山
の
一
角
に
あ

る
、
池
田
山
公
園
へ
と
向
か
っ
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
使
館
の
前
を
通
り
、

し
ば
ら
く
歩
く
と
、
池
田
山
公
園
に

着
い
た
。
斜
面
を
利
用
し
た
池
の
あ

る
、
す
ば
ら
し
い
庭
園
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
芝
増
上
寺
子
院
群
へ
と

向
か
っ
た
。
そ
こ
は
、
９
寺
あ
ま
り

の
寺
院
が
あ
り
、
伊
東
深
水
の
天
井

画
や
、
樹
齢
三
百
年
を
誇
る
桜
の
名

所
も
見
た
。

　

賑
や
か
な
町
並
み
で
も
、
一
歩
路

地
に
入
る
と
名
だ
た
る
住
宅
街
で
、

ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
雰
囲
気
を
感
じ

ら
れ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち

に
な
っ
て
、
話
し
な
が
ら
散
歩
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

機
会
が
あ
れ
ば
、
ま
た
、
訪
ね
て

み
た
い
。

「
ね
む
の
木
の
庭
」探
訪



第193号東京都退職校長会会報平成28年7月25日

― 16 ―

　

平
成
二
十
八
年
度
第
六
十
三
回
総

会
が
五
月
十
三
日
に
終
了
し
、
六
月

二
十
日
に
は
理
事
総
会
が
開
か
れ
て
、

多
田
会
長
の
下
、
本
年
度
の
事
業
も

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
の
報
告
も
兼
ね
、
本
年
度
最
初

の
会
報
第
一
九
三
号
を
、
お
届
け
し

ま
す
。

　

本
号
が
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、

二
四
〇
万
人
も
有
権
者
が
増
え
た
参

議
院
議
員
の
選
挙
も
終
わ
り
、
七
月

三
十
一
日
に
は
、
世
間
を
騒
が
せ
た

都
知
事
選
も
結
着
し
ま
す
。

　

世
界
で
は
テ
ロ
の
報
道
が
絶
え
ず
、

日
本
も
安
泰
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

自
然
界
も
大
荒
れ
で
、
地
震
に
続

き
、
大
雨
の
災
害
等
と
心
配
の
種
も

尽
き
ま
せ
ん
。

　

人
生
残
り
少
な
い
私
達
に
と
っ
て

も
、
の
ん
び
り
余
生
を
送
れ
る
よ
う

な
状
況
に
は
無
い
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
で
も
日
常
生
活
は
続
き
ま
す
。

セ
コ
イ
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
生
き
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

（
佐
藤　

忠
三
）

編
　
集
　
後
　
記

　

― 

作
品
募
集 

―

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
（
ひ
と
り

三
首
ま
で
）・
コ
ン
ト
（
百
字

程
度
）
等
を
葉
書
で
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

送
り
先

〒
113
―

0034　

東
京
都
文
京
区

　
　
　
　
　
湯
島
４

－

12

－

３

日
公
連
ビ
ル
５
Ｆ

東
京
都
退
職
校
長
会　

会
報
部

陸み
ち
の
く奧
は
北
の
果
て
な
る
啓
け
い
お
う
ざ
く
ら

翁
桜

荷
解
け
ば
ほ
の
と
紅
さ
し
染
む
る

昼
餉
時
院
内
コ
ン
ビ
ニ
医
長
も
並
ぶ

医
長
の
弁
当
私
の
惣
菜

忍
び
寄
る
原
発
放
射
線
染
む
る
ら
し

机
・
ラ
ン
ド
セ
ル
あ
の
日
の
ま
ま
に

和
知
光
儀
（
府
中
支
部
）

短

歌 応
募
コ
ー
ナ
ー

（平成 28 年 6 月 20 日届出現在）

氏　

名

年

月

日
支
部
名

校種

年齢

頁

金
子
　
　
久
25
・
9
・
14

千
葉
北
小

85

119

保
坂
　
芳
春
27
・
9
・
19

西
多
摩
中

99

105

奥
山
　
　
勲
27
・
10
・
10

西
多
摩
小

86

101

小
川
　
忠
良
27
・
10
・
23

杉
　
並
養

102

28

原
島
八
三
郎
27
・
12
・
13

西
多
摩
小

94

101

村
上
　
裕
見
28
・
1
・
5

埼
　
玉
中

94

122

榎
本
　
建
雄
28
・
1
・
5

新
　
宿
小

68

2

三
上
傳
次
郎
28
・
1
・
8

世
田
谷
中

93

18

谷
合
　
良
治
28
・
1
・
11

西
多
摩
中

97

103

二
宮
　
重
恒
28
・
1
・
24

埼
　
玉
中

85

128

田
島
　
武
雄
28
・
2
・
1

八
王
子
小

95

57

大
内
　
武
彦
28
・
2
・
5

　
北

中

85

23

小
澤
　
弥
一
28
・
2
・
12

西
多
摩
中

100

105

日
野
　
　
豊
28
・
2
・
18

西
多
摩
小

75

103

市
川
　
　
正
28
・
2
・
18

神
奈
川
中

92

131

清
水
　
　
洋
28
・
2
・
20

杉
　
並
中

83

29

小
山
　
兼
一
28
・
2
・
26

西
多
摩
小

90

106

岡
田
　
啓
佑
28
・
3
・
2

八
王
子
中

81

58

三
浦
　
一
郎
28
・
3
・
8

葛
　
飾
小

86

51

高
橋
　
　
秀
28
・
3
・
9

日
　
南
小

85

67

児
玉
　
良
司
28
・
3
・
11
北
多
摩
北

小

69

76

片
山
　
利
雄
28
・
3
・
13

足
　
立
小

91

47

高
木
　
清
文
28
・
3
・
15

西
多
摩
中

75

105

眞
船
　
正
久
28
・
3
・
24

日
　
南
小

95

69

工
藤
　
　
允
28
・
3
・
25

中
　
野
中

95

24

鈴
木
　
　
清
28
・
3
・
27

練
　
馬
小

85

42

福
田
　
　
薫
28
・
4
・
2

練
　
馬
小

92

42

畠
山
恵
美
子
28
・
4
・
7

八
王
子
小

84

58

井
上
　
　
誠
28
・
4
・
15
武
蔵
野
・
三
鷹

小

93

75

伊
藤
　
芳
郎
28
・
4
・
20

神
奈
川
中

101

134

蒔
田
眞
一
郎
28
・
4
・
21

八
王
子
中

80

61

國
元
　
通
子
28
・
4
・
28

品
　
川
小

83

9

丹
　
　
宏
司
28
・
4
・
28

西
多
摩
小

81

105

小
町
　
芳
久
28
・
4
・
28

北
多
摩
西
小

86

95

高
崎
　
伊
平
28
・
4
・
30

西
多
摩
小

93

102

三
浦
　
　
和
28
・
5
・
4

　
北 

養

86

15

師
岡
　
将
夫
28
・
5
・
11

西
多
摩
中

92

101

古
橋
　
　
宏
28
・
5
・
13

中
　
野
小

88

24

中
溝
　
　
實
28
・
5
・
13

町
　
田
小

93

63

横
田
　
允
男
28
・
5
・
14

北
多
摩
北
高

89

78

三
島
　
仙
彌
28
・
5
・
20

埼
　
玉
中

91

126

島
田
　
辰
也
28
・
5
・
23

西
多
摩
小

86

101

渡
邊
　
　
勉
28
・
5
・
23

神
奈
川
小

84

133

小
川
　
祐
吉
28
・
5
・
30

新
　
宿
中

82

3

伊
藤
　
秀
雄
28
・
5
・
30

神
奈
川
中

92

134

森
　
　
雅
夫
28
・
6
・
15

狛
　
江
中

84

91
平
25


